










要約:ヒスチジン(His)血症は、スクリーニングで高頻度に発見されるが、その一部に学習

障害や行動異常を示す報告があるため、治療対象とすべき症例や今後のスクリーニング、

精密検査のあり方に問題がある。追跡評価にあたり、健常児に対して同一の評価法によっ

て対照群との比較を行うことが重要と考え 521例の児について発達評価と行動評価を行い、

追跡中の His 児の評価と比較した。 


